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省
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局
就
職
へ

は
じ
め
に

　

医
学
者
北
里
柴
三
郎
（
一
八
五
二
―
一
九
三
一
）
は
幼
少
の
時
よ
り
自
家

か
ら
外
へ
出
さ
れ
、
塾
で
さ
ま
ざ
な
勉
学
を
積
ん
だ
。（
一
）
そ
の
北
里
の
志

望
す
る
と
こ
ろ
は
軍
人
か
政
治
家
で
あ
っ
た
。
家
で
父
母
が
医
者
に
な
る
こ

と
を
勧
め
た
時
、「
長
袖
（
医
者
）
と
坊
主
は
尊
敬
に
値
し
な
い
」
と
公
言
し
、

塾
の
時
間
を
惜
し
ん
で
武
術
の
鍛
練
に
励
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
故
郷
を
離
れ
熊
本
城
下
に
出
て
、
そ
こ
に
あ
っ
た
古ふ
る

城し
ろ

医
学
所

（
後
の
熊
本
医
学
校
、
現
在
の
熊
本
大
学
医
学
部
）
に
参
加
す
る
や
、
当
時

長
崎
医
学
校
か
ら
契
約
満
了
で
帰
国
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
（C

onstant G
eorge van M

ansveldt, 1832–1912,

満

斯
歇
児
篤
）
が
来
校
し
、
そ
の
教
え
を
親
し
く
受
け
た
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト

は
北
里
に
将
来
有
る
を
見
い
出
し
、自
ら
の
宿
舎
に
彼
を
一
人
呼
び
出
し
て
、

オ
ラ
ン
ダ
語
、
ド
イ
ツ
語
の
み
な
ら
ず
地
理
学
な
ど
の
知
識
を
授
け
、
ま
た

軍
人
、
政
治
家
志
望
の
彼
の
心
内
を
見
抜
き
、
そ
の
翻
意
を
促
す
べ
く
、
細

菌
の
置
か
れ
た
顕
微
鏡
に
北
里
を
呼
び
寄
せ
て
、
そ
の
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
遍

く
示
し
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。

　

当
初
、
医
学
に
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
北
里
も
、
師
の
強
い
導
き
に
よ
っ

て
医
学
に
深
い
興
味
と
将
来
性
を
見
い
出
し
て
、
つ
い
に
医
学
者
と
し
て
の

道
を
歩
む
こ
と
を
決
意
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
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マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、
任
期
満
了
で
熊
本
を
去
る
に
あ
た
っ
て
、
北
里
に
、

当
地
で
の
限
界
を
示
し
、
東
京
に
出
て
勉
学
を
続
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ

の
向
こ
う
側
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
も
っ
と
広
大
に
し
て
奥
深
い
学
問
の

場
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

　

ま
さ
に
そ
の
言
葉
通
り
、
北
里
は
故
郷
熊
本
を
後
に
し
て
、
東
京
に
出
て
、

そ
こ
で
医
学
の
研
鑽
を
積
む
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
当
時
日
本
随
一
の
東
京

医
学
校
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
の
日
本
最
初
の
大
学
と

な
っ
た
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
を
卒

業
し
て
国
家
に
貢
献
す
る
有
為
の
士
と
し
て
そ
の
身
と
運
命
を
捧
げ
る
こ
と

を
も
意
味
し
て
い
た
。

　

こ
の
小
論
で
は
、
東
大
で
の
北
里
の
受
け
た
教
育
と
彼
の
動
き
を
探
る
。

一
・ 

熊
本
か
ら
東
京
へ
の
旅
程

　

北
里
柴
三
郎
は
、
肥
後
熊
本
の
里
で
半
年
ほ
ど
の
余
暇
を
楽
し
ん
だ
後
、

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
に
熊
本
城
下
の
「
医
学
所
及
び
病
院
」、
通

称
古
城
医
学
所
に
入
学
し
た
。
い
よ
い
よ
正
式
の
医
学
の
勉
学
の
開
始
で
あ

る
。
北
里
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
死
の
直
前
ま
で
医
学
に
携
わ
っ
て

い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
実
に
こ
の
勉
学
開
始
の
時
か
ら
六
十
年
に
亙
っ
て

医
学
と
付
き
合
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
古
城
医
学
所
で
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
長
崎
医
学
校
か
ら
転
任

し
て
き
た
ば
か
り
の
オ
ラ
ン
ダ
人
教
師
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
に
そ
の
才
覚
を
見

出
さ
れ
た
北
里
で
あ
っ
た
。

　

北
里
は
、
す
ぐ
そ
の
語
学
の
才
能
、
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
ダ
語
を
認
め
ら
れ
、

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
授
業
の
通
訳
を
任
さ
れ
た
。
そ
の
上
、
彼
は
北
里
を
自

分
の
宿
舎
に
招
い
て
世
界
の
地
理
を
も
個
人
的
に
教
授
し
て
い
る
。
一
方
な

ら
ぬ
恩
義
に
与
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
北
里
は
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
に
見

込
ま
れ
発
見
さ
れ
た
学
生
で
あ
っ
た
。
同
窓
の
学
友
の
誰
よ
り
も
、
教
師
の

信
任
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
後
に
東
大
教
授
に
な
る
緒
方
正
規
も

居
た
が
、
彼
は
北
里
よ
り
先
に
途
中
で
東
京
に
出
て
、
東
京
医
学
校
（
後
の

東
京
大
学
医
学
部
）
に
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
何
よ
り
医
学
の
面
白
さ
を
教
え
て
く
れ
た
の
は
こ
の
マ
ン
ス
フ
ェ

ル
ト
だ
っ
た
。

　

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、
北
里
の
志
望
が
実
は
軍
人
か
政
治
家
で
あ
る
こ
と

を
見
抜
き
、
残
念
に
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
自
宅
で
医
学
の
面
白
さ
を
説
い

て
も
見
せ
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
効
果
的
な
方
法
で
北
里
を
説
得
す
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
顕
微
鏡
の
中
で
動
植
物
の
細
胞
を
見
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
北
里
が
見
た
こ
と
も
な
い
世
界
を
示
し
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。

　

北
里
は
北
里
で
、
敏
感
に
師
の
配
慮
を
感
知
し
、
ま
た
顕
微
鏡
の
中
に
見

出
し
た
微
生
物
の
世
界
に
魅
入
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
医
学
校
に
四
年
奉
職
し
た
後
に
熊
本
を
去
る
に
あ

た
り
、
北
里
に
こ
れ
か
ら
学
問
を
続
け
る
に
は
ま
ず
熊
本
を
離
れ
て
東
京
に
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出
て
学
び
、
さ
ら
に
は
西
洋
に
留
学
し
て
修
学
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

諄
々
と
説
い
た
。

　

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
が
、
外
国
人
教
師
の
契
約
任
期
が
切
れ
て
明
治
七
年
七

月
に
熊
本
を
去
る
と
（
二
）、
彼
の
助
言
に
従
っ
て
北
里
は
新
た
な
学
習
の
場

所
を
求
め
て
東
京
に
出
る
こ
と
を
決
心
し
た
。
今
日
の
我
々
が
考
え
る
よ
り

も
遥
か
に
物
理
的
距
離
の
遠
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
自
宅
を
去
り
、
六

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
熊
本
に
出
る
た
め
の
道
程
が
、
阿
蘇
山
を
左
に
見

つ
つ
二
十
峠
を
越
え
て
一
日
を
要
し
て
徒
歩
で
行
わ
れ
た
。
ま
し
て
や
東
京

に
出
る
に
は
、
ま
ず
船
や
徒
歩
や
車
馬
を
乗
り
継
い
で
長
崎
に
着
い
た
の
で

あ
る
。
長
崎
に
出
て
、
そ
こ
か
ら
船
に
乗
っ
て
上
京
し
た
筈
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
当
時
東
京
に
出
る
に
は
、
ま
だ
馬
か
馬
車
か
駕
篭
か
、
徒
歩

し
か
無
か
っ
た
。
東
京―

横
浜
間
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
が
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
東
海
道
本
線
が
全
通
し
た
の
と
、
四
国

と
九
州
に
鉄
道
が
開
業
し
た
の
が
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
で
あ
る
か

ら
、
ま
だ
北
里
は
列
車
で
東
京
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
い
く
つ
か
の
北
里
の
伝
記
で
矛
盾
し
た
記
述
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
述
べ
て
お
こ
う
。
北
里
の
生
前
に
弟
子
の
宮
島
幹
之
助
に
よ
っ
て

編
集
さ
れ（
当
然
生
前
の
北
里
自
身
も
草
稿
を
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
）た『
北

里
柴
三
郎
伝
』（
昭
和
七
年
刊
）
は
、
詳
述
は
し
て
い
な
い
が
長
崎
か
ら
海

陸
三
百
里
（
一
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
を
船
で
上
京
し
た
こ
と
に
な
っ
て

お
り
（
三
）、
孫
の
北
里
一
郎
の
『
北
里
柴
三
郎
の
人
と
学
説
』
に
お
け
る
記

述
で
は
、
小
国
北
里
村
か
ら
大
分
ま
で
八
十
キ
ロ
歩
き
、
そ
こ
で
乗
船
し
て

大
阪
に
ま
ず
出
、
そ
こ
で
の
就
業
の
後
に
金
子
を
持
っ
て
上
京
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。（
四
）
す
で
に
祖
父
と
孫
で
一
事
に
関
し
て
も
記
述
が
違
う
こ

と
か
ら
、
に
わ
か
に
は
上
京
の
ル
ー
ト
が
断
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
前
者
の
方
が
北
里
の
生
前
の
目
を
経
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
よ
り
信

頼
が
お
け
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
熊
本
小
国
北
里
、
熊
本
、
長
崎
、
船
で

東
京
と
い
う
旅
程
で
あ
る
。

　

で
は
、
長
崎
と
東
京
間
で
の
大
坂
（
大
阪
）
で
の
途
中
下
船
は
ど
う
か
。

こ
れ
は
判
断
が
難
し
い
。
北
里
は
ま
っ
す
ぐ
熊
本
か
ら
長
崎
を
経
て
東
京
に

出
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
一
時
大
坂
（
大
阪
）
に
留
ま
り
、
準
備
を
整
え
て

上
京
し
た
の
か
、
こ
れ
は
今
後
の
研
究
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、
と
に
も
か
く
に
も
北
里
は
明
治
七
年
九
月
に
本
郷
竹
町
に
い
た
郷

党
の
先
輩
山
田
武た
け

甫と
し

（
一
八
三
一―

九
三
）
の
宅
に
到
着
し
、
そ
こ
に
し
ば

ら
く
逗
留
し
た
。
山
田
は
、北
里
が
熊
本
医
学
校
在
学
時
代
に
県
の
役
人（
小

参
事
）
と
し
て
校
務
に
係
わ
り
、
す
で
に
そ
こ
で
北
里
の
才
能
に
注
目
し
て

い
た
一
人
で
あ
っ
た
。

　

北
里
の
実
家
の
経
済
状
態
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、北
里
が
上
京
し
、

東
京
で
勉
学
を
続
け
る
の
を
仕
送
り
で
支
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
熊
本
小
国
を
出
立
す
る
際
に
両
親
か
ら
言
い

渡
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
北
里
は
得
意
の
語
学
を
活
か
し
て
翻

訳
を
し
た
り
あ
る
い
は
雑
務
を
こ
な
し
て
収
入
を
得
、
そ
れ
を
生
活
費
、
ま
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た
学
費
に
充
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
な
場

合
は
、
山
田
の
支
援
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
親
戚
の
一
人
か
ら
幾

ば
く
か
の
支
援
を
得
て
、
そ
れ
を
学
資
と
し
た
可
能
性
が
高
い
。
後
に
官
吏

と
し
て
内
務
省
衛
生
局
に
出
仕
し
た
と
き
に
、
か
つ
て
の
借
金
と
も
支
援
金

受
取
と
も
知
れ
な
い
金
子
を
自
分
の
給
金
の
中
か
ら
返
金
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
確
か
に
学
資
は
不
足
し
て
い
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
金
品
の
授
受
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
ど
う
や
ら
そ
の
親
戚
と
や
ら
は
、
そ
の
学
費
貸
借
に

関
し
て
い
ち
い
ち
借
用
書
を
書
か
せ
て
い
た
よ
う
で
（
そ
れ
は
現
存
し
な
い

が
）、
東
京
大
学
を
卒
業
の
折
り
に
お
礼
か
た
が
た
そ
の
大
阪
の
親
戚
を
訪

ね
る
と
、
御
祝
い
と
し
て
ご
馳
走
に
あ
ず
か
っ
た
が
、
そ
の
際
お
吸
物
に
貨

幣
が
一
枚
入
れ
ら
れ
て
い
て
金
の
大
事
さ
を
説
い
た
。
さ
す
が
に
そ
こ
に
返

済
を
促
す
真
意
を
見
た
北
里
は
快
く
は
な
か
っ
た
が
、
就
職
後
に
は
在
学
中

の
学
費
返
還
を
続
け
て
そ
の
恩
に
報
い
た
と
共
に
、
や
が
て
そ
の
借
金
を
皆

済
し
た
の
で
あ
る
。（
五
）
そ
も
そ
も
、
上
京
の
費
用
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
出

し
た
の
か
も
未
だ
に
詳
ら
か
で
は
な
い
。

二
・
大
学
入
学
と
そ
の
教
育
課
程

　

東
京
に
出
た
の
は
、
東
京
医
学
校
（
後
の
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
）
で
さ

ら
に
医
学
の
研
修
を
積
む
た
め
で
あ
っ
た
。

　

東
京
医
学
校
は
、
元
来
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
設
立
さ
れ
た
江
戸
幕

府
の
「
種
痘
館
」、「
種
痘
所
」
が
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
「
西
洋
医

学
所
」、
さ
ら
に
「
医
学
所
」
と
な
り
、
明
治
維
新
後
は
、「
医
学
所
兼
病
院
」

と
改
称
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
新
た
に
国
学
、
漢
学
、
洋
学
の
覇
権
争
い
が
激

化
し
、つ
い
に
「
大
学
」
の
中
の
「
大
学
東
校
」
と
さ
れ
、開
成
学
校
は
「
大

学
南
校
」
と
な
っ
た
。
こ
こ
大
学
東
校
で
は
、
ド
イ
ツ
医
学
に
準
拠
す
る
こ

と
が
至
上
方
針
と
し
て
遵
守
さ
れ
、
医
学
校
に
関
す
る
限
り
国
学
の
干
渉
は

排
除
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
つ
い
に
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

に
は
「
大
学
東
校
」
は
「
東
校
」
と
改
称
さ
れ
、
文
部
省
所
管
と
な
り
、
医

学
専
門
の
学
校
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
し
た
。

　

こ
の
「
東
校
」
は
さ
ら
に
翌
明
治
五
年
に
は
「
第
一
大
学
区
医
学
校
」
と

改
称
し
、
さ
ら
に
明
治
七
年
五
月
七
日
に
つ
い
に
「
東
京
医
学
校
」
と
称
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

　

北
里
が
故
郷
を
出
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
直
後
の
明
治
七
年
七
月
の
こ
と

で
あ
り
、
本
郷
竹
町
に
入
っ
た
の
は
そ
の
年
の
九
月
の
事
で
あ
っ
た
。

　

北
里
が
下
谷
和
泉
藤
堂
邸
跡
（
現
在
の
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
）
の
学
校

の
寄
宿
舎
に
入
る
ま
で
は
、
山
田
家
の
寄
留
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
こ
の
当

時
の
学
生
が
よ
く
や
っ
て
い
た
書
生
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ

る
。
又
、
借
金
し
た
の
は
上
京
時
で
は
な
く
、『
北
里
柴
三
郎
伝
』
の
文
か

ら
み
る
と
、
学
校
の
寮
に
入
っ
て
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
と
に

か
く
苦
学
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
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か
く
し
て
北
里
は
上
京
の
後
、
一
年
四
ヵ
月
後
の
明
治
八
年
十
一
月
を

も
っ
て
東
京
医
学
校
の
学
生
と
な
っ
た
。
入
学
試
験
は
特
別
に
あ
る
定
め
ら

れ
た
日
に
志
願
者
全
員
向
け
に
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
五さ
み
だ
れ

月
雨
式
に

行
わ
れ
、
順
次
体
格
試
験
が
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
前
年
に
は
河
本
重
次
郎
（
後
の
東
大
医
学
部
眼
科
初
代
教
授
、

一
八
五
九―

一
九
三
八
）
が
、
近
視
の
た
め
に
落
第
と
な
っ
た
が
、
な
ぜ
か

幸
運
な
こ
と
に
次
の
年
、
つ
ま
り
北
里
と
同
じ
年
の
明
治
八
年
に
は
視
力
検

査
を
含
め
た
体
格
検
査
が
行
わ
れ
ず
、
合
格
と
な
っ
た
。

　

こ
の
明
治
八
年
十
一
月
に
入
学
を
許
さ
れ
た
同
級
生
は
百
二
十
一
人
だ
っ

た
。
東
京
医
学
校
は
、
当
時
下
谷
和
泉
橋
の
藤
堂
邸
跡
に
あ
り
、
そ
こ
で
寄

宿
舎
に
入
っ
た
。

　

こ
の
入
学
迄
の
経
緯
は
、
北
里
の
同
級
生
の
福
井
県
士
族
佐
々
木
曠
（
安

政
五
年
一
八
五
八
年
一
月
一
日
ー
昭
和
四
年
一
九
二
九
年
二
月
二
十
五
日
）

の
日
記
に
詳
し
い
。
そ
れ
を
川
俣
昭
男
の
論
文
（
六
）
か
ら
孫
引
き
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

　

明
治
八
年
の
秋
は
こ
の
入
学
準
備
と
手
続
き
に
費
や
さ
れ
た
と
考
え
て
も

よ
い
。

九
月
二
十
二
日　

十
二
時
迄
東
校
行　

入
学
願
書
納
ム

十
一
月
二
日　

八
時
東
校
行　

学
術
検
査
ヲ
受
ク　

検
査
科
目　

日
本
外

史
、
與
地
史
略　

作
文
治
験
ヲ
記
シ
以
医
薬
請
文
題　

十
時
相
済

十
一
月
五
日　

雨　

東
校
ヨ
リ
体
格
検
査
ノ
差
紙
来

十
一
月
六
日　

晴　

東
校
行　

ミ
ュ
ル
レ
ル
氏
自
ラ
検　

午
後
直
ニ
ホ
フ
マ

ン
氏
胸
郭
ノ
広
狭
気
度
ヲ
検
シ
後　

胸
前
后
ニ
打
診

十
一
月
十
二
日　

晴
雨　

東
校
行　

独
乙
文
法　

詞
活
音　

筆
算　

フ
ィ
ン

ク
氏　

独
ホ
ル
ツ
氏
算
一
時
過
済

十
一
月
十
九
日　

晴　

東
校
ヨ
リ
差
紙
来　

入
校
差
許
シ
ニ
相
成
候
条　

明

廿
日
證
人
同
道
参
校
ア
ル
ヘ
シ
ト

十
一
月
廿
日　

晴　

東
校
行
監
事
局
へ
行　

證
書
ヲ
出
シ
六
番
舎
四
番
室
部

屋
ヲ
取

十
一
月
廿
一
日　

晴　

東
京
医
学
校
六
番
舎
四
番
室
入
荷　

物
皆
二
人
力
車

ニ
載
運
ブ

十
一
月
廿
四
日　

曇　

火
曜
日　

初
メ
テ
六
番
教
場
ニ
於
テ　

ホ
ル
ツ
氏
ヨ

リ　

新
入
六
番
舎
生
百
十
七
名
ノ
受
業

　

こ
の
一
連
の
試
験
、
体
格
検
査
か
ら
、
お
雇
い
外
国
人
（
ド
イ
ツ
人
ミ
ュ

ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
な
ど
）
が
自
ら
行
い
、
そ
こ
に
は
胸
の
検
査
、
と
り
わ

け
結
核
を
検
査
す
る
意
図
を
も
っ
て
胸
郭
検
査
、
打
診
診
察
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

北
里
も
恐
ら
く
同
じ
よ
う
な
経
緯
で
入
学
を
許
さ
れ
、
荷
物
を
寄
宿
舎
の

六
番
舎
へ
運
び
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。（
宿
舎
費
用
、
現
在
不
明
。
部
屋
の

構
造
、
図
面
な
ど
、
図
一
参
照
。）

　

入
学
後
、
早
く
も
二
十
二
日
に
は
も
う
最
初
の
授
業
が
行
わ
れ
、
ド
イ
ツ
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人
教
師
ホ
ル
ツ
か
ら
ド
イ
ツ
語
、
地
理
学
、
数
学
の
い
ず
れ
か
を
学
ん
で
い

る
。

　

当
時
の
医
学
校
の
教
授
陣
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。（
表
一
参
照
）

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、東
京
医
学
校
と
は
、安
政
五
年
（
一
八
五
八
）（
七
）

に
創
立
さ
れ
た
種
痘
館
を
発
祥
と
し
、
そ
の
後
、
種
痘
所
、
西
洋
医
学
所
、

医
学
校
兼
病
院
、
大
学
東
校
、
東
校
、
第
一
大
学
医
学
校
な
ど
と
名
称
の
変

更
を
重
ね
た
が
、北
里
入
学
の
前
年
の
明
治
七
年
に
東
京
医
学
校
と
改
称
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
後
の
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
っ
た
。

　

校
長
は
長
與
専
斎
（
一
八
三
八―

一
九
〇
二
）
で
、
本
科
は
ド
イ
ツ
人
教

師
が
主
に
授
業
を
担
当
し
て
い
た
。そ
の
中
に
は
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ー
ニ
ッ

ツ
ら
が
お
り
、
後
に
は
シ
ュ
ル
ツ
ェ
、
マ
イ
ヨ
ッ
ト
等
が
加
わ
り
、
彼
ら
の

定
め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
っ
て
ド
イ
ツ
語
で
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。（
表

一
参
照
）

　

お
雇
い
外
国
人
が
幅
を
利
か
せ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
か
つ
授
業
か
ら
論

文
ま
で
担
当
教
師
に
よ
っ
て
英
語
で
あ
っ
た
り
、
ド
イ
ツ
語
で
あ
っ
た
り
し

た
。
か
え
っ
て
今
日
声
高
に
国
際
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
時
よ
り
も
は
る
か
に

国
際
化
が
進
ん
で
い
た
時
代
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
当
時
、
工
学
部
で
は

英
語
や
ド
イ
ツ
語
で
授
業
が
行
わ
れ
、
美
し
い
筆
記
体
で
書
か
れ
た
英
文
論

文
を
見
る
と
、
一
種
特
別
な
感
慨
に
囚
わ
れ
る
。
そ
れ
が
と
て
も
維
新
直
後

図１　寄宿舎の略図表１：明治10年時点の東京大学医学部教員
名前 国籍 専門 任期 給与

デーニッツ 独 解剖学 明７ 350円
ヒルゲンドルフ 独 博物／数学 明７ （225円）

コッヒウス 独 理化学 明７ 　

フンク 独 独語／羅語 明７ 280円

ウエルニッヒ 独 内科学 明７ 400円

シュルツェ 独 外科学 明７ 500円

ランゲ 独 独語／羅語 明７ 250円

ニーヴェルト 独 薬学 明７ 270円

ホルツ 墺 独／地理／数学 明７ 120円

ランガルト 独 薬学／化学 明８ 350円

シェンデル 独 数学／物理学 明８ 280円

アールブルク 独 動植物／博物学 明９ （250円）

ベルツ 独 内科学／産婦人 明９ 400円

マイヨット 独 独語／羅語 明９ 250円

『文部省第六年報』（明治11年発行）
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の
日
本
人
が
書
い
た
も
の
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
美
文
で
あ
り
、
ま
た
美
し

い
筆
致
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
事
医
学
部
に
関
し
て
は
、
ど
う
や
ら
構
内
で
の
会
話
は
す
べ
て

ド
イ
ツ
語
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
模
様
で
、
そ
こ
で
の
盟
約
と
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

盟
約
乃
原
素
（
作
成
佐
々
木
曠
）

　

凡
国
乃
事
業
学
修
ト
実
地
ト
ニ
成
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
甲
乙
必
ス
平
均
セ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
然
リ
而
シ
テ
乙
ハ
語
学
等
ノ
学
課
ニ
於
テ
ハ
最
モ
緊
要
ナ
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
小
児
ノ
語
ヲ
習
フ
以
テ
知
ル
ヘ
シ
而
シ
テ
我
輩
日
日
獨
乙
學

ヲ
従
事
シ
茲
ニ
一
年
余
其
ノ
受
ク
ル
処
ハ
皆
文
法
熟
字
作
文
等
ニ
シ
テ
多

ク
ハ
実
施
ニ
就
ク
ヲ
得
ザ
リ
シ
ニ
幸
ニ
本
日
同
志
ノ
結
社
ア
リ
テ
通
常
ノ

交
際
ニ
於
テ
互
ニ
獨
乙
語
ノ
ミ
ヲ
以
会
話
ス
ベ
シ
（
八
）

　

明
治
十
年
（
一
八
七
八
）、
東
京
医
学
校
は
東
京
開
成
学
校
と
合
併
し
て

東
京
大
学
と
な
り
、
医
学
校
は
そ
の
中
の
医
学
部
と
し
て
あ
ら
た
に
出
発
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
総
理
に
池
田
謙
斎
（
一
八
四
一―

一
九
一
八
）
が

着
任
し
、
長
與
専
斎
は
副
総
理
と
な
っ
た
。
そ
の
直
前
の
明
治
九
年
十
二
月

に
は
、
本
郷
加
賀
藩
屋
敷
跡
に
新
校
舎
が
竣
工
し
、
す
で
に
移
転
を
終
了
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
概
要
と
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
明
治
八
年
五
月
七
日
付
で
前
田
家
の
当
主
利
嗣
が
東
京
医
学
校
へ
の

土
地
献
上
を
東
京
府
に
願
い
出
て
八
月
五
日
に
文
部
省
か
ら
東
京
医
学
校

に
引
き
渡
さ
れ
た
五
四
二
・
七
一
坪
も
そ
の
一
つ
で
、
こ
れ
は
同
家
と
東

京
医
学
校
が
接
す
る
所
に
、
前
田
家
の
突
出
地
が
あ
っ
て
医
学
校
寄
宿　

舎
の
設
計
上
支
障
が
あ
る
た
め
、
医
学
校
が
交
換
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、

前
田
家
の
篤
志
に
よ
っ
て
寄
付
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。」

　
「
工
事
経
過
に
関
す
る
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
均

し
ほ
か
の
土
木
工
事
は
八
年
七
月
に
始
め
ら
れ
た
。
建
物
に
つ
い
て
は
、

寄
宿
舎
が
同
年
末
に
着
工
さ
れ
て
翌
九
年
三
月
中
に
竣
工
を
み
て
い
る
こ

と
、
先
述
の
工
事
請
負
人
の
決
定
の
日
付
と
医
学
校
、
病
院
の
下
谷
か
ら

の
移
転
の
時
期
（
明
治
九
年
十
一
月
二
七
〜
三
〇
日
）
が
極
め
て
近
い
こ

と
な
ど
を
考
え
る
と
、
個
々
の
建
物
の
工
期
は
か
な
り
短
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。」（
九
）

　

北
里
柴
三
郎
の
学
生
時
代
の
生
活
は
必
ず
し
も
明
確
に
分
か
っ
て
い
る
訳

で
は
な
い
。

　

北
里
の
同
期
で
、
後
に
東
大
医
学
部
教
授
と
な
っ
た
河
本
重
次
郎
の
思
い

出
の
記
『
回
顧
録
』
を
繙
く
と
、
北
里
柴
三
郎
が
辿
っ
た
か
も
し
れ
な
い
道

筋
が
淡
々
と
綴
ら
れ
て
い
て
参
考
に
な
る
。
以
下
、
河
本
に
就
い
て
、
北
里

の
学
生
時
代
を
再
構
築
し
て
み
よ
う
。

　

河
本
は
安
政
六
年
八
月
十
五
日
兵
庫
県
但
馬
に
生
ま
れ
る
。
吉
村
寅
太
郎
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に
連
れ
ら
れ
、
明
治
三
年
に
銀
山
越
え
、
播
州
五
條
を
通
り
過
ぎ
、
明
石
を

経
て
、
舞
子
か
ら
兵
庫
に
至
り
、
そ
こ
で
蒸
気
船
に
乗
り
込
ん
で
、
品
川
湾

に
停
泊
、
高
輪
に
上
陸
、
そ
の
後
横
浜
ま
で
出
た
。

　

横
浜
で
太
政
官
に
属
す
る
金
銀
吹
分
所
長
を
し
て
い
た
叔
父
の
中
江
種
三

を
頼
り
、横
浜
高
島
町
に
あ
っ
た
高
島
嘉
衛
門
の
塾
で
学
習
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
後
、
東
京
外
語
学
校
で
ド
イ
ツ
語
を
学
習
し
た
。

　

河
本
は
入
学
の
た
め
に
藤
堂
屋
敷
に
あ
っ
た
東
校
に
行
っ
て
、
体
格
試

験
を
受
け
た
。
ミ
ュ
ル
レ
ル
（B

enjam
in C

arl L
eopold M

ueller, 1824

–1893

）
や
ホ
フ
マ
ン
（T

heodor E
duard H

offm
ann, 1837–?

）
の
両

外
国
人
教
師
が
い
て
、
ま
た
医
科
大
学
初
代
学
長
三
宅
秀ひ
い
ず

（
一
八
四
八
―

一
九
三
八
）
も
い
た
そ
う
だ
。
こ
の
時
は
、河
本
は
近
眼
が
十
二
度
と
か
で
、

入
学
の
許
可
が
出
な
か
っ
た
が
、
次
の
年
に
は
体
格
試
験
な
し
で
ど
う
に
か

入
れ
た
。
ラ
ン
ゲ
教
師
が
試
験
を
為
し
、
無
事
入
学
し
た
。

　

余
が
入
学
し
た
頃
は
、
寄
宿
舎
に
生
活
し
た
が
、
其
寄
宿
舎
は
今
で
は

全
く
影
な
く
、
知
る
人
と
て
な
い
が
、
今
大
学
の
外
来
診
療
所
の
在
つ
た

所
に
、
長
く
三
列
に
木
造
二
階
作
の
粗
末
な
る
大
建
築
が
南
北
に
面
し
て

前
後
に
並
び
て
立
つ
て
居
て
、
そ
の
を
長
い
廊
下
が
中
央
を
結
び
付
け
て

居
た
。
而
し
て
、
其
突
き
当
た
り
の
一
番
奥
の
所
に
賄
所
が
あ
つ
た
、
寄

宿
舎
の
左
右
の
端
に
も
、
廊
下
は
あ
っ
た
が
、
之
れ
は
床
な
し
で
砂
敷
で

飛
石
が
並
べ
て
あ
っ
た
。
寄
宿
舎
は
、
二
階
も
下
も
、
各
室
皆
通
り
道
の

左
右
に
並
ん
で
居
た
が
為
め
、
南
の
室
は
好
き
も
、
北
側
の
室
は
日
が
さ

さ
ず
、
冬
は
寒
く
困
っ
た
、
室
の
左
右
に
は
、
壁
に
接
し
て
高
き
床
あ
り
、

畳
二
丈
を
前
後
長
な
り
に
敷
き
た
る
も
の
な
れ
ば
、
室
内
に
都
合
四
人
入

る
ゝ
こ
と
が
出
来
た
。
下
の
畳
座
敷
に
は
、
机
を
置
き
勉
学
に
使
ひ
、
夜

は
上
の
高
床
に
入
り
て
寝
る
の
で
あ
っ
た
。
併
し
こ
ゝ
に
一
つ
危
険
が

あ
っ
た
、そ
れ
は
「
ラ
ン
プ
」
で
あ
つ
た
、夜
分
床
に
入
る
時
、「
ラ
ン
プ
」

を
枕
の
横
に
置
き
書
を
読
む
風
が
、
一
般
に
行
わ
れ
居
り
た
る
を
以
て
、

場
合
に
依
て
は
此
「
ラ
ン
プ
」
が
転
倒
せ
ぬ
と
も
限
ら
ん
、
或
る
夜
、
余

は
二
時
頃
便
所
に
下
り
て
見
る
と
、或
る
窓
か
ら
火
焔
が
吹
き
出
で
居
た
、

そ
こ
で
、
余
は
大
声
で
、
火
事
よ
ゝ
と
云
っ
て
大
騒
ぎ
起
り
し
も
、
後
の

祭
で
、
遂
に
寄
宿
舎
一
棟
の
長
屋
を
全
部
焼
失
し
た
。（
一
〇
）

　

こ
の
よ
う
に
寄
宿
舎
は
手
狭
で
、
し
か
も
冬
の
間
は
寒
く
、
危
険
も
付
き

物
だ
っ
た
が
、
意
外
と
学
生
達
は
そ
の
生
活
を
楽
し
み
、
ま
た
生
来
の
性
質

や
素
質
の
片
鱗
を
覗
か
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
こ
の
宿
舎
の
概
念
図
を
見

よ
。
図
一
参
照
。
河
本
書
の
七
〇
頁
よ
り
引
用
。）

　

で
は
た
と
え
ば
河
本
が
『
回
顧
録
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
北

里
の
存
在
感
を
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

吾
が
級
に
は
真
鍋
と
云
ふ
人
が
（
中
村
弥
六
君
の
弟
）
居
た
。
此
の
人
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は
酒
を
呑
む
と
、
非
常
に
狂
気
に
な
る
癖
あ
り
、
或
る
時
酔
っ
て
帰
る
や

「
ラ
ン
プ
」
を
室
内
に
投
げ
込
む
と
云
ふ
仕
末
で
、
其
危
険
と
云
ふ
た
ら
、

大
変
で
あ
っ
た
。
か
う
云
ふ
時
に
は
、
毎
に
北
里
君
が
云
っ
て
を
さ
め
役

を
為
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
又
、
急
に
何
に
か
相
談
会
で
も
あ
る
と
、
北

里
柴
三
郎
君
が
議
長
と
云
ふ
風
で
、
今
日
、
同
君
が
有
名
と
な
り
し
一
つ

は
、
此
議
事
的
、
事
務
的
才
を
持
た
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
ふ
、
其
時
分

「
不
肖
柴
三
郎
」
と
云
ふ
様
な
語
調
で
、
議
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
、
兎

に
角
、
同
君
は
吾
々
よ
り
も
四
五
歳
う
え
で
、
先
づ
先
輩
の
格
で
あ
っ
た
。

併
し
能
く
出
来
た
と
云
ふ
の
で
は
な
い
、
学
校
の
成
績
は
中
等
位
で
あ
っ

た
。」（
一
一
）

　

年
長
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
さ
て
お
き
、
北
里
は
事
有
る
ご
と
に
出

か
け
い
き
、
そ
の
場
の
問
題
を
解
決
す
る
能
力
と
胆
力
を
ど
う
や
ら
備
え
て

い
た
ら
し
い
こ
と
は
分
か
る
。
し
か
し
、
河
本
の
目
に
も
北
里
が
優
れ
て
学

力
で
他
人
を
凌
い
で
い
た
と
言
う
認
識
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

東
京
大
学
医
学
部
で
の
授
業
は
、
年
度
毎
に
変
化
し
た
。
そ
れ
は
以
下
の

表
二
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

三
・
大
学
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

北
里
は
、
こ
の
東
京
医
学
校
、
東
京
大
学
医
学
部
の
両
方
の
時
代
を
通
じ

て
、
単
に
勉
学
に
精
を
出
し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
活
動
に
も
お
お
い

に
気
炎
を
吐
い
た
。

　

こ
こ
で
は
三
つ
ほ
ど
も
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
上
げ
れ
ば
、
そ
の
姿
が
十
分

窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
、
乱
暴
な
生
活
態
度
で
あ
る
。
破
衣
弊
帽
と
い
う
そ
の
後

の
旧
制
高
等
学
校
生
の
バ
ン
カ
ラ
（
そ
の
語
源
は
「
蛮
カ
ラ
」、「
野
蛮
な
カ

ラ
ー
」
と
い
う
こ
と
で
、
ハ
イ
カ
ラH

igh collar

を
も
じ
っ
て
対
応
さ
せ

た
も
の
で
あ
っ
た
）
も
う
こ
の
頃
か
ら
そ
の
風
を
競
う
よ
う
に
な
り
、
ま
た

ド
イ
ツ
語
の
ゲ
ル
（
金
、G

eld

）
や
メ
ー
チ
ェ
ン
（
娘
、M

ädchen

）
と

い
う
隠
語
が
学
生
の
間
に
あ
っ
た
や
も
知
れ
な
い
。
そ
の
先
駆
的
と
も
い
う

べ
き
バ
ン
カ
ラ
が
寮
生
活
に
は
あ
っ
た
ら
し
い
。
窓
か
ら
商
人
を
呼
ん
で
買

い
食
い
を
し
た
り
し
て
、
そ
の
代
金
を
払
わ
ず
に
ご
ま
か
す
と
い
っ
た
よ
う

な
こ
と
で
あ
る
。

　

二
番
目
は
、
同
盟
社
と
称
す
る
結
社
活
動
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
昔
か
ら
の

武
士
（
軍
人
）
志
向
、
政
治
か
志
向
が
ま
た
ぞ
ろ
顔
を
出
し
た
の
か
、
北
里

は
雄
弁
を
も
っ
て
旨
と
し
、
毎
週
土
曜
日
は
演
説
会
で
、
そ
の
政
治
的
傾
向

は
、
お
お
い
に
学
内
で
も
脅
威
と
し
て
認
識
さ
れ
た
が
、
活
動
は
そ
れ
に
留
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表２　医学部教科内容と在籍者数

冬学期 夏学期 在籍者数

東京医学校
明治７年５月
　
　
　
　
　
　
　
　

明治７年入学 　 　 121名

明治８年
予科３等生
　
　
　

ドイツ学
算術
地理学
幾何学
　

ドイツ学
算術
博物学
地理学
幾何学

121名
　
　
　
　

明治９年
予科２等生
　
　

ドイツ学
ラテン学
博物学
代数／幾何学

ドイツ学
ラテン学
博物学
代数／幾何学

67名
　
　
　

東京大学
医学部
明治10年４月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明治10年
予科１等生
　
　
　

ドイツ学
ラテン学
動植物学
鉱物学
代数学

ドイツ学
ラテン学
動植物学
鉱物学
代数／幾何学

48名
　
　
　
　

明治11年
本科５等生
　
　
　

物理学
化学
医家動物学
解剖学
　

物理学
化学
医家植物学
各部解剖
組織学

31名
　
　
　
　

明治12年
本科４等生
　
　

物理学
化学
実地解剖
　

物理学
化学
顕微鏡用法
生理学

31名
　
　
　

明治13年
本科３等生
　
　
　
　

外科総論
内科総論
生理学
生理学実地演習
　
　

外科総論
薬物学
毒物学
内科総論／病理解剖
製剤学
分析学実地演習

31名
　
　
　
　
　

明治14年
本科２等生
　
　

外科各論
病理各論
外科臨床講議
内科臨床講議

外科各論
病理各論
外科臨床講議
内科臨床講議

31名
　
　
　

明治15年
本科１等生
　
　
　
　

外科各論
眼科学
病理各論
外科臨床講議
内科臨床講議
　

外科各論
眼科学
病理各論
外科臨床講議
外科手術実地演習
内科臨床講議

30名
　
　
　
　
　

明治16年
卒業

卒業試験
２－６月

学位授与式
10月27日

26名
　

『文部省年報』明治８年－17年
川俣昭男論文参照
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ま
ら
ず
、
講
義
録
の
印
刷
販
売
か
ら
、
新
聞
印
刷
事
業
、
撃
剣
や
柔
道
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
指
導
ま
で
幅
広
く
、
そ
こ
で
指
導
的
立
場
を

取
っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
結
社
の
長
が
北
里
で
あ
り
、
そ
の
統
率
力
と
面

倒
見
の
よ
さ
が
、
そ
の
後
の
北
里
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
お
そ
ら
く
北
里
は
、

ど
こ
に
い
て
も
ど
の
よ
う
な
事
件
に
あ
っ
て
も
そ
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
平
然

と
事
務
を
執
り
、
仲
間
を
叱
咤
激
励
し
、
つ
い
に
そ
の
行
動
を
成
功
に
導
く

と
い
う
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

北
里
は
す
で
に
故
郷
を
出
る
時
、
母
か
ら
「
出
世
す
る
ま
で
故
郷
に
帰
る

な
」
と
の
厳
命
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ
は
厳
し
い
枷
だ
っ
た
が
、
ま
た
母
の

思
い
が
篭
っ
た
言
い
つ
け
で
も
あ
っ
た
。

　

北
里
は
、
若
い
頃
か
ら
い
つ
も
学
問
の
た
め
に
故
郷
の
父
母
の
膝
下
を
離

れ
て
い
た
。
そ
の
心
情
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
以
下
の
手
紙

に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。

　

小
生
此
ノ
年
齢
迄
モ
遠
ク
膝
下
ヲ
離
レ
テ
御
両
親
様
ニ
御
不
自
由
ヲ
カ

ケ
誠
ニ
以
テ
心
痛
致
シ
候
得
共
、
是
此
ノ
心
痛
ハ
決
シ
テ
御
両
親
様
ノ
御

本
意
ニ
非
ズ
。
一
旦
学
問
致
ス
様
御
赦
シ
ノ
上
ハ
他
事
ヲ
顧
ミ
ズ
此
学
ニ

勉
励
シ
、
他
日
卒
業
ノ
上
ニ
国
家
ニ
裨
益
シ
以
テ
御
両
親
様
ヲ
顕
ハ
ス
ガ

小
生
ノ
志
ス
所
、
且
又
御
両
親
様
ノ
御
思
召
モ
其
所
ニ
候
ヘ
バ
、
小
生
ハ

今
ヨ
リ
向
フ
四
ヶ
年
ニ
シ
テ
始
メ
テ
卒
業
致
ス
事
ニ
候
ヘ
バ
、
其
迄
ハ
御

膝
下
ニ
待
ヘ
ル
コ
ト
モ
出
来
不
申
候
間
、
其
迄
ノ
所
ハ
君
等
小
生
之
分
ノ

朝
夕
之
孝
仕
モ
大
ニ
勉
励
シ
テ
御
両
親
様
ノ
御
意
ヲ
慰
メ
奉
リ
、
決
シ
テ

御
意
ニ
逆
フ
コ
ト
ナ
ク
御
孝
養
被
成
下
度
伏
而
頼
人
候
。
小
生
卒
業
之
後

ハ
君
等
ニ
代
リ
テ
君
等
ニ
大
ニ
勉
学
為
致
、
小
生
御
膝
下
ニ
傍
フ
テ
御
孝

養
致
候
間
其
迄
之
所
ハ
無
怠
御
仕
ヘ
可
被
成
候
（
一
二
）

　

東
京
大
学
在
学
中
、
北
里
は
牛
乳
会
社
に
職
を
得
て
、
そ
の
収
入
で
自
活

し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
肥
後
か
ら
呼
び
寄
せ
た
弟
北
里
裟さ

袈か

男お

（
慶
応
三

年
一
八
六
七
年
四
月
三
十
日
ー
昭
和
七
年
一
九
三
二
年
六
月
六
日
）
の
学
資

も
自
分
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
面
倒
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
日
風
に
牛
乳
会
社

で
ア
ル
バ
イ
ト
と
い
う
と
、
あ
た
か
も
早
朝
の
配
達
で
も
し
て
い
た
よ
う
に

聞
こ
え
る
が
、
実
際
に
は
東
大
の
医
学
部
の
学
生
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

本
当
は
、
衛
生
担
当
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の

語
学
力
を
見
込
ん
で
、牛
乳
会
社
が
仕
入
れ
た
当
時
最
先
端
の
牛
乳
の
殺
菌
、

あ
る
い
は
設
備
保
持
の
方
法
を
、
た
と
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
語
や
ド
イ
ツ
語
の
原

書
か
ら
読
み
解
き
、
会
社
員
に
教
示
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
？
あ
る

い
は
、
牛
乳
の
品
質
管
理
と
い
う
よ
う
な
重
要
な
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
後
に
北
里
が
、
実
験
用
動
物
を
部
下
に
管
理
さ
せ
、
そ
こ

で
様
々
な
生
体
実
験
や
ワ
ク
チ
ン
を
創
成
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
す
で
に

こ
の
時
の
経
験
が
そ
の
後
に
活
か
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
時
の
乳
牛
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
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そ
れ
は
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
種
だ
っ
た
の
か
。ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地
は
あ
る
。

　

な
に
し
ろ
そ
の
牛
乳
会
社
社
長
の
兄
で
あ
る
後
の
日
銀
総
裁
、
男
爵
、
当

時
は
大
蔵
省
官
吏
、
松
尾
臣し
ん

善ぜ
ん

（
一
八
四
三
―
一
九
一
六
）
の
次
女
乕と
ら

と
、

東
大
卒
業
後
の
明
治
十
六
年
四
月
に
婚
姻
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
信
用

の
度
合
い
が
違
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。　

北
里
は
苦
学
し
た
と
書
い

た
が
、
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
も
よ
ぶ
べ
き
収
入
の
道

は
、
今
日
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
屋
や
チ
ェ
ー
ン
店
の
居
酒
屋
で
バ
イ
ト
を
す
る

の
と
は
違
っ
て
、
全
国
で
唯
一
の
大
学
の
学
士
様
が
、
そ
れ
も
将
来
は
日
本

を
背
負
っ
て
立
つ
医
者
の
卵
が
バ
イ
ト
を
す
る
訳
だ
か
ら
、
お
の
ず
と
待
遇

も
違
っ
た
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
で
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

　

苦
学
の
つ
い
で
に
北
里
は
、
実
弟
袈
裟
男
を
熊
本
か
ら
呼
び
寄
せ
、
東
京

帝
国
大
学
法
学
部
に
入
学
さ
せ
て
そ
の
卒
業
ま
で
面
倒
見
て
い
た
が
、
こ
の

弟
袈
裟
男
も
や
が
て
松
尾
臣
美
善
の
四
女
千
代
を
明
治
二
十
五
年
十
一
月
に

娶
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
松
尾
家
に
お
け
る
北
里
家
の
信
頼
た
る
や
絶
大
な

も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　

ま
だ
北
里
柴
三
郎
が
東
京
に
あ
り
、
弟
妹
が
熊
本
に
あ
る
時
、
北
里
が
二

人
に
送
っ
た
手
紙
は
彼
の
心
情
を
よ
く
吐
露
し
て
い
て
興
味
深
い
。
以
下
に

引
い
て
み
よ
う
。

（
手
紙
の
引
用
、
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
、
か
つ
句
読
点
も
打
っ
て
あ
る
）

　

い
や
し
く
も
男
子
に
生
る
る
以
上
は
、
お
お
い
に
愛
国
の
心
を
平
生
か

ね
て
よ
り
養
成
し
、
我
が
帝
国
を
し
て
世
界
万
国
と
併
立
せ
し
め
、
彼
我

甲
乙
な
く
、
我
彼
の
上
に
出
づ
る
と
も
敢
え
て
彼
に
一
歩
を
譲
ら
ざ
る
様

に
我
が
国
を
不
羈
独
立
な
ら
し
む
る
は
、
今
日
に
生
育
す
る
お
互
い
男
子

の
志
す
と
こ
ろ
に
し
て
、
一
日
も
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
し
か
れ

ど
も
人
々
一
大
業
を
成
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
各
々
そ
の
基
礎
を
堅
固
な
ら
し

む
べ
し
。
そ
の
基
礎
と
は
す
な
わ
ち
一
身
上
の
勉
強
な
り
。
如
何
に
志
あ

る
も
人
に
学
力
な
け
れ
ば
他
人
こ
れ
を
信
ぜ
ず
。
他
人
に
信
を
失
う
と
こ

は
な
か
な
か
も
っ
て
一
人
に
て
国
家
に
大
益
を
起
こ
さ
ん
と
欲
し
て
も
、

決
し
て
思
う
ば
か
り
に
て
な
す
こ
と
能
わ
ず
。
天
下
の
事
は
衆
と
共
に
な

す
に
如
か
ず
。
よ
っ
て
衆
人
の
中
に
て
大
志
あ
る
も
の
が
そ
の
誘
導
者
と

な
り
て
こ
れ
を
勧
誘
す
る
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
人
必
ず
大
学
力
な
け
れ
ば

能
わ
ず
。
そ
の
大
学
力
と
は
か
ね
て
幼
少
の
時
に
大
勉
強
に
根
す
。
よ
り

て
今
日
青
年
の
時
は
寸
時
も
怠
ら
ず
ま
す
ま
す
勉
励
に
勉
励
を
加
え
他
日

大
業
を
志
す
べ
し
（
一
三
）

　

こ
こ
に
明
治
時
代
の
典
型
的
な
立
身
出
世
の
言
辞
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
に
は
、
将
来
を
見
据
え
て
、
大
業
を
成
そ
う
と
い
う
北
里
の
お
お

い
な
る
自
負
と
希
望
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
が
、
弟
妹
へ
の
書
簡
に

あ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

　

こ
の
よ
う
に
い
わ
ば
血
を
わ
け
た
他
人
に
心
構
え
を
語
る
こ
と
で
、
彼
自
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身
が
ま
た
自
己
を
鼓
舞
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
志
の
大
き
さ
に
押

し
潰
さ
れ
な
い
だ
け
の
知
力
と
体
力
を
す
で
に
北
里
は
自
覚
し
、
か
つ
身
に

つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
東
京
大
学
医
学
部
の
学
生
に
於
い
て

さ
え
、
士
族
で
あ
る
と
か
平
民
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事

情
が
あ
り
、
そ
こ
に
さ
ら
に
士
族
を
学
力
、
能
力
で
追
い
抜
い
て
自
分
の
力

の
程
を
示
そ
う
と
言
う
心
の
ド
ラ
イ
ヴ
が
働
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
文
字
通
り
負
け
ん
気
の
強
い
北
里
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
一
層

闘
争
心
を
燃
や
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

　

第
三
番
目
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ド
イ
ツ
人
お
雇
い
外
国
人
教
師
シ
ュ
ル

ツ
ェ
（E

m
il A

.W
. Schultze, 1844–1925

）
と
の
確
執
で
あ
る
。

　

シ
ュ
ル
ツ
ェ
は
、
外
科
学
と
眼
科
学
を
担
当
し
て
い
た
が
、
講
義
要
録
を

学
生
に
頒
布
し
た
後
、
授
業
で
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
単
元
を
試
験
し
た
り

し
て
問
題
に
な
っ
た
時
、
学
生
全
員
で
共
同
謀
議
し
、
授
業
で
し
て
い
な
部

分
は
い
っ
さ
い
試
験
で
答
え
な
い
と
示
し
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
事
の
次
第

を
知
っ
た
シ
ュ
ル
ツ
ェ
は
激
怒
し
、
あ
や
う
く
辞
任
し
て
帰
国
す
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
が
、
学
長
三
宅
秀
と
同
じ
外
国
人
教
師
ベ
ル
ツ
（E

rw
in von 

B
älz, 1849–1905, 

後
に
皇
太
子
侍
医
、
ま
た
草
津
温
泉
の
効
能
を
称
揚
し
、

か
つ
湘
南
の
地
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
適
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
日
本
の
結

核
療
養
地
と
し
て
の
湘
南
を
定
着
さ
せ
た
功
績
が
あ
る
。
高
田
畊
安
の
茅
ヶ

崎
南
湖
院
は
そ
の
具
現
で
あ
ろ
う
。）
が
慰
め
て
、
や
っ
と
事
な
き
を
え
た

と
言
う
。

　

こ
の
話
に
は
続
き
が
あ
る
。
後
に
ド
イ
ツ
の
地
で
コ
ッ
ホ
の
元
で
北
里
が

修
学
し
て
い
る
時
、
そ
の
研
究
会
に
参
加
し
て
い
た
シ
ュ
ル
ツ
ェ
が
、
日
本

で
の
経
験
を
誇
り
高
ら
か
に
述
べ
立
て
た
時
、
そ
の
話
の
中
の
乱
暴
狼
藉

を
働
い
た
無
礼
の
輩
と
し
て
の
学
生
こ
そ
が
自
分
で
あ
る
と
名
乗
り
出
て
、

シ
ュ
ル
ツ
ェ
を
赤
面
さ
せ
、
辟
易
と
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
東
洋

の
地
は
遠
く
無
縁
の
場
所
と
思
わ
れ
て
い
た
の
で
、
恐
ら
く
は
シ
ュ
ル
ツ
ェ

の
座
興
と
し
て
の
逸
話
の
披
露
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
思
わ
ぬ
落

と
し
穴
が
あ
っ
た
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
興
味
深
い
、
こ
れ
以
降
の
北
里
柴
三
郎
と
東
大
（
帝
大
）
と

の
確
執
を
生
む
こ
と
に
な
る
素
地
が
学
生
時
代
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
こ

と
を
見
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
青
山
胤た
ね

通み
ち

（
一
八
五
九
ー
一
九
一
七
）
と
の

確
執
で
あ
る
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
実
に
観
察
眼
の
鋭
い
、
し
か
も
何
十
年
後

に
自
分
の
回
顧
録
に
記
し
て
い
る
同
級
生
仲
間
で
一
番
で
卒
業
し
、
後
に
東

大
医
学
部
教
授
に
な
っ
た
河
本
重
次
郎
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
み
よ
う
。

　

上
の
級
に
古
川
栄
君
が
居
た
（
中
略
）
其
同
級
に
青
山
君
が
居
ら
れ
た
、

其
自
分
の
気
質
は
、
後
日
の
同
君
の
気
質
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
。
或
る

時
、
青
山
君
が
ス
ク
リ
バ
に
何
に
か
問
わ
れ
て
、
答
え
が
旨
く
行
か
な
ん

だ
、
所
が
上
の
方
で
見
て
居
た
余
が
級
の
北
里
君
が
、
何
の
気
も
な
く
少

し
く
笑
っ
た
、
青
山
君
は
大
に
怒
っ
て
、
手
に
持
っ
て
居
た
大
腿
骨
の
頑
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頭
で
、
振
り
向
き
乍
ら
、
北
里
君
の
頭
を
打
た
ん
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

（
中
略
）
青
山
君
は
、
体
躯
も
偉
大
に
し
て
、
精
神
気
力
、
亦
大
な
る
所

あ
り
、
衆
人
の
及
ば
ざ
る
所
で
あ
っ
た
、
兎
に
角
、
一
種
の
豪
傑
で
あ
っ

た
に
相
違
な
い
、
其
一
旦
憤
怒
あ
る
や
、
虎
豹
の
如
く
、
殆
ん
ど
近
く
べ

か
ら
ず
、
故
に
人
に
愛
せ
ら
る
ゝ
と
云
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
敬
畏
せ
ら
れ
た

る
方
な
り
。（
一
四
）

　

こ
こ
で
言
う
青
山
と
は
も
ち
ろ
ん
後
に
「
帝
大
の
青
山
か
、
青
山
の
帝
大

か
」
と
言
わ
れ
た
青
山
胤
通
で
、
安
政
六
年
東
京
の
生
ま
れ
、
内
科
学
の
専

門
家
で
、
医
科
大
学
学
長
を
務
め
、
後
に
男
爵
に
な
っ
て
い
る
。
近
代
日
本

の
内
科
学
を
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る
の
は
青
山
胤
通
、
三
浦
謹
之
助
、
入
沢

達
吉
の
三
人
だ
が
、
こ
の
う
ち
、
青
山
胤
通
は
明
治
天
皇
の
事
実
上
の
主
治

医
と
さ
れ
て
い
た
。

　

青
山
は
、
北
里
の
卒
業
の
前
年
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
第
四
回
卒
業

生
と
し
て
卒
業
し
、
そ
の
後
ず
っ
と
帝
大
に
奉
職
し
た
。
そ
の
後
青
山
胤
通

は
二
十
九
歳
で
、
外
科
の
佐
藤
三
吉
は
三
十
一
歳
と
い
う
若
さ
で
教
授
に
就

任
し
た
。

　

青
山
の
名
前
は
、
こ
う
し
た
医
学
界
の
み
な
ら
ず
、
医
者
と
し
て
森
鷗
外

か
ら
紹
介
さ
れ
た
樋
口
一
葉
や
石
川
啄
木
、
齋
藤
緑
雨
を
診
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。
彼
等
は
皆
結
核
で
夭
折
し
た
。

　

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
や
が
て
こ
れ
か
ら
三
十
一
年
を
経
た
大
正
三
年

（
一
九
一
三
）
に
、
青
山
の
率
い
る
東
京
帝
大
医
学
部
が
、
つ
い
に
北
里
の

伝
染
病
研
究
所
を
内
務
省
所
管
か
ら
文
部
省
所
管
に
移
し
て
そ
の
配
下
に
置

き
、
青
山
が
所
長
に
就
任
す
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
の
対
立
、
怨
恨
関
係
は
延
々

と
続
く
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
青
山
対
北
里
、
文
部
省
対
内
務

省
、
東
大
対
伝
研
と
い
う
大
き
な
構
造
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ

れ
は
あ
る
意
味
で
、
一
八
九
四
年
の
香
港
に
お
け
る
ペ
ス
ト
菌
発
見
騒
動
に

そ
の
一
大
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
対
立
の
構
図
で
あ
っ

た
。（
こ
れ
は
別
項
に
譲
る
。）

四
・
内
務
省
衛
生
局
就
職
へ

　

北
里
は
あ
ま
り
優
秀
で
は
な
か
っ
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
東
大
に
残
っ
て
教
授

に
な
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
印
象
を
強
く
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
そ
れ
は

正
し
い
こ
と
だ
ろ
う
か
？

　

そ
れ
に
対
し
て
、
ま
ず
入
学
者
数
百
二
十
一
人
、
次
年
度
で
一
気
に
約
半

分
に
減
少
し
、
本
科
開
始
時
に
三
十
一
名
、
本
科
一
等
生
で
三
十
名
、
卒
業

試
験
合
格
卒
業
者
数
二
十
六
人
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
、
そ
の
中
で
八
番

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
見
れ
ば
、
よ
く
勉
学
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。（
表
二
参
照
）秀
才
の
部
類
に
属
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。学
年
ト
ッ

プ
で
な
け
れ
ば
、
東
大
に
残
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
そ

れ
で
仕
方
の
な
い
こ
と
だ
。
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実
際
の
と
こ
ろ
を
見
て
み
る
と
、
同
級
の
中
で
は
一
番
の
河
本
重
次
郎
と

四
番
の
隈
川
宗
雄
が
東
大
に
残
っ
て
い
る
。
人
物
、
学
業
か
ら
残
っ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
八
番
が
駄
目
と
言
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

川
俣
昭
男
氏
（
北
里
の
東
大
医
学
部
の
同
級
生
川
俣
四
男
也
の
孫
）
の
論

文
に
よ
る
と
、
川
俣
は
明
治
七
年
入
学
し
、
明
治
十
五
年
十
一
月
で
前
期
末

試
験
合
格
に
よ
り
、
明
治
十
六
年
一
月
に
卒
業
試
験
の
申
請
を
行
い
、
二
月

か
ら
六
月
に
か
け
て
、
相
当
長
期
間
を
か
け
て
卒
業
試
験
を
受
け
た
よ
う
で

あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
外
科
や
眼
科
の
試
問
で
は
、
病
床
と
論
理
試
験
の
両
方
が
課

さ
れ
、
病
床
試
験
で
は
「
一
週
間
患
者
を
施
療
し
、
原
因
、
診
断
、
治
療
方

法
な
ど
を
毎
日
記
録
さ
せ
」
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、「
成
績
甲
」
は
、一
番
河
本
重
次
郎
と
二
番
大
谷
周
庵
だ
け
で
、

北
里
は
残
念
な
が
ら
「
成
績
乙
」
だ
っ
た
。
今
日
風
に
言
え
ば
、
成
績
は
優

良
可
不
可
の
四
段
階
の
第
二
番
目
「
良
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
的
な
成
績
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。（
表
三
）

表
三
：
明
治
十
六
年
二
月
よ
り
七
月
ま
で
の
医
学
学
生
卒
業
試
業
成
績　

北
里
柴
三
郎

腎
内
脈
論
（
丙
）、
組
織
学
（
丙
）、
局
処
解
剖
（
丙
）、
生
理
学
（
丙
）、

第
一
成
績
（
丙
）、
外
科
病
皮
下
論
（
乙
）、
外
科
論
理
（
乙
）、
眼
科
（
甲
）、

第
二
成
績
（
乙
）、
内
科
病
症
実
験
（
丙
）、
内
科
論
理
（
乙
）、

解
剖
学
（
乙
）、
第
三
成
績
（
乙
）

全
成
績
（
乙
）、
点
数
（
四
〇
）、
順
序
（
八
）

　

つ
ま
り
、
北
里
柴
三
郎
は
卒
業
二
十
六
名
中
、
席
次
と
し
て
は
第
八
番
目

で
あ
っ
た
。

　

北
里
柴
三
郎
は
四
月
二
十
一
日
付
け
で
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
、
同
月
内

務
省
に
勤
務
し
た
。
実
際
に
は
内
務
省
衛
生
局
か
ら
明
治
十
六
年
四
月
十
三

日
付
け
の
辞
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
照
査
課
に
配
属
に
な
り
、
主

に
外
国
の
文
献
調
査
と
翻
訳
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
十
月
二
十
七
日
に
は
正

式
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
東
京
帝
国
大
学
全
体
で
総
勢
六
十
七
名
。

　

し
か
し
、
成
績
や
将
来
の
進
路
を
語
る
の
に
も
う
一
点
は
る
か
に
重
要
な

こ
と
は
、
北
里
が
最
高
学
府
に
残
り
そ
こ
で
業
績
を
成
す
こ
と
に
な
ん
ら
の

幻
想
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
内
務
省
で
、

日
本
人
が
西
洋
か
ら
学
ん
だ
新
領
域
と
し
て
の
衛
生
に
人
生
を
賭
け
て
み
よ

う
と
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
衛
生
と
い
う
観
念
が
ま
だ
新
し
か
っ
た
こ

の
時
代
に
お
い
て
（「
衛
生
」
と
い
う
言
葉
が
一
種
の
流
行
語
に
さ
え
な
っ

て
い
た
の
は
興
味
深
い
）、
か
か
る
認
識
に
達
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
お

お
い
に
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、
有
り
体
に
言
え
ば
、
北
里
は
帝
大
に
な
ん
の
未
練
も
な
か
っ
た
。

も
っ
と
実
務
的
か
つ
国
民
に
役
に
立
つ
領
域
で
の
貢
献
を
目
指
し
て
い
た
の
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で
あ
る
。
こ
の
点
で
も
北
里
は
先
見
性
が
あ
り
、
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
別

の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
た
と
え
北
里
が
立
身
出
世
の
権
化
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
視
野
に
国
民
的
貢
献
と
い
う
指
標
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
年
明
治
十
六
年
十
月
二
十
七
日
に
東
京
大
学
の
学
位
が

授
与
さ
れ
た
。
卒
業
生
は
全
部
で
六
十
七
名
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
文
学

部
政
治
学
及
理
財
学
科
の
坪
内
雄
蔵
、
後
の
文
豪
坪
内
逍
遥
が
、
ま
た
哲
学

科
に
は
歴
史
家
と
し
て
名
を
成
し
た
三
宅
雄
二
郎
（
雪
嶺
）
が
い
た
。
同
じ

医
学
部
に
は
、
山
根
文
策
が
い
て
そ
の
次
女
ミ
ハ
子
は
後
に
北
里
柴
三
郎
次

男
善
次
郎
の
嫁
と
な
っ
て
い
る
。大
正
十
三
年
十
月
十
一
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
山
根
は
、
後
に
北
里
柴
三
郎
が
結
核
専
門
病
院
土
筆
ケ
丘
養
生
園
を
開

設
し
た
時
、
診
療
面
で
大
い
に
助
力
し
て
い
る
。
同
期
の
大
谷
周
庵
の
息
子

彬
亮
は
、
北
里
研
究
所
付
属
病
院
院
長
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
鶴
崎
平
三

郎
は
、
神
戸
須
磨
に
日
本
最
初
の
海
浜
結
核
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
し
て
の
須
磨

浦
療
病
院
を
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
開
設
し
て
い
る
。（
や
や
こ

し
い
が
、
俳
人
正
岡
子
規
は
、
須
磨
保
養
院
に
入
院
し
、
須
磨
浦
療
病
院
で

診
察
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
ま
た
、
日
本
最
初
の
海
浜
結
核
療
養
所
、
あ
る

い
は
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
の
少
し
前
の
明
治
鎌
倉
海

浜
院
を
嚆
矢
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
海
浜
院
は
短
命
で
、
そ
の
後
の
活
躍

ぶ
り
を
考
え
る
と
、
須
磨
浦
療
病
院
を
最
初
の
実
質
的
な
海
浜
サ
ナ
ト
リ
ウ

ム
と
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
。）

　

北
里
は
、
明
治
十
六
年
の
春
先
に
東
京
大
学
を
卒
業
し
、
無
事
医
学
士
と

な
っ
た
。

　

思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
北
里
は
、
地
方
の
医
科
学
校
校
長
や
県
立
病
院
長
の

い
か
に
も
う
ま
み
の
あ
る
話
を
聞
き
流
し
な
が
ら
、
将
来
を
案
じ
て
い
た
。

当
時
、
東
京
大
学
医
学
部
を
出
て
す
ぐ
に
地
方
へ
赴
任
す
る
同
級
生
は
、
た

い
が
い
150
―
250
円
の
高
給
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
だ
全
国
に
医
学

士
少
な
く
、
引
く
手
あ
ま
た
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

北
里
の
心
に
あ
っ
た
の
は
、
社
会
の
福
利
と
い
う
こ
と
で
あ
り
衛
生
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
思
う
と
こ
ろ
で
は
、
い
か
な
る
学
問
も
社
会
に
裨
益

す
る
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
価
値
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
の
生
涯

の
口
癖
は
、「
学
術
を
研
究
し
て
こ
れ
を
実
地
に
応
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

国
民
の
衛
生
状
態
を
向
上
せ
し
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

北
里
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
九
月
八
日
に
内
務
省
御
用
掛
申
付

（
判
任
待
遇
）
と
な
っ
て
そ
こ
に
で
き
た
ば
か
り
の
衛
生
局
に
入
る
こ
と
を

希
望
し
た
。
当
時
衛
生
局
は
、
局
長
に
長
與
専
斎
が
お
り
、
そ
の
下
に
永
井

久
一
郎
書
記
官
（
永
井
荷
風
の
父
で
、
後
の
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
で
あ
る
）、

ま
た
御
用
掛
の
他
に
後
藤
新
平
準
御
用
掛
が
い
た
。
後
藤
は
幕
府
の
逆
賊
高

野
長
英
の
親
戚
で
、
岩
手
県
に
生
ま
れ
、
働
き
な
が
ら
福
島
の
医
学
校
に
学

ん
だ
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
愛
知
県
立
病
院
長
兼
愛
知
医
学
校
長
と

な
っ
て
い
た
。
一
八
八
二
年
、
板
垣
退
助
が
岐
阜
で
刺
さ
れ
、
こ
れ
を
治
療

し
た
こ
と
が
政
治
家
へ
転
ず
る
転
機
と
な
り
ま
た
動
機
と
な
っ
た
と
言
っ
て
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も
よ
い
。
ま
さ
に
北
里
が
内
務
省
に
入
る
同
じ
年
の
四
月
に
後
藤
は
内
務
省

に
赴
任
し
て
き
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

運
悪
く
、
後
藤
は
学
士
で
な
い
の
に
、
準
御
用
掛
で
あ
り
、
ま
た
俸
給
と

い
う
点
で
、
北
里
が
七
十
円
で
あ
る
の
に
、
後
藤
は
八
十
円
を
貰
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
負
け
ず
嫌
い
の
北
里
に
は
癪
の
種
だ
っ
た
。
そ
こ
で
俸
給
の
多
少
を

云
々
す
る
訳
で
は
な
か
っ
た
が
、
一
応
釘
を
挿
し
て
お
く
た
め
に
、
不
服
を

申
し
立
て
て
筋
を
通
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

内
務
省
に
入
る
と
、
す
ぐ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
け
る
医
事
衛
生
制
度

お
よ
び
医
学
関
係
の
諸
統
計
の
処
理
と
取
り
調
べ
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
整
理

と
意
見
付
置
が
任
務
で
あ
り
、
そ
の
報
告
に
尽
力
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
単

に
語
学
力
を
必
要
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
同
時
に
世
界
へ
の
目
を

養
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
時
に
こ
そ
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
の
個
人
指
導
が

活
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
慫
慂
を
し
て
や
ま
な
か
っ
た
師
の
恩
義
が
し
み
じ

み
と
感
じ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
の
後
藤
は
、
こ
の
入
省
時
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ご
た
ご
た
を
知
っ
て
か
知

ら
ず
か
、
後
に
な
っ
て
も
北
里
を
支
持
し
支
援
し
続
け
た
。
そ
れ
は
友
情
と

い
っ
て
も
よ
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
の
波
瀾
万
丈
の
人
生
を
考
え
る

と
、
二
人
の
人
生
が
交
叉
し
た
こ
と
も
ま
た
、
妙
な
出
会
い
だ
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。（
こ
の
項
、
未
完
）

﹇
注
﹈

（
一
）
福
田
眞
人
「
北
里
柴
三
郎
試
論
：
問
題
の
所
在
と
初
期
の
教
育
」、『
言
語
文
化

論
集
』
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
、
第
ⅩⅩⅥ
巻
、
第
１
号
、
一
―

十
二
頁
、
二
〇
〇
四
年
。

（
二
）
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
、
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
軍
医
で
上
海
か
ら
来
て
、
長
崎
で
教
え

働
い
た
。
そ
の
後
任
期
満
了
で
帰
国
す
る
所
を
、
相
次
い
で
別
の
学
校
で
教
鞭
を

執
っ
た
の
で
あ
る
。
熊
本
医
学
校
（
明
治
四
―
七
年
）、
京
都
府
療
病
院
（
明
治
九

年
―
十
一
年
）、
大
阪
病
院
（
明
治
十
一
年
―
十
二
年
）
で
教
鞭
を
取
り
、
滞
日
十

四
年
の
後
に
オ
ラ
ン
ダ
本
国
に
帰
国
し
た
。

（
石
橋
長
英
、
小
川
鼎
三
『
お
雇
い
外
国
人
：
医
学
』
六
五
ー
六
六
頁
。）

　

後
年
ド
イ
ツ
留
学
中
の
北
里
は
、
師
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
を
訪
れ
、
懐
か
し
い
再
会

を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
師
の
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
は
北
里
と
共
に
も
っ
と
多

く
の
場
所
を
訪
問
し
て
、
自
慢
を
し
た
か
っ
た
ら
し
い
。
北
里
は
、
い
わ
ば
出
藍

の
誉
れ
で
あ
っ
た
。

（
三
）
宮
島
幹
之
助
『
北
里
柴
三
郎
伝
』
一
七
頁
。

（
四
）
北
里
一
郎
『
北
里
柴
三
郎
の
人
と
学
説
』
一
三
頁
。

（
五
）
宮
島
幹
之
助
、
前
掲
書
、
二
三
三
頁
。

（
六
）
川
俣
昭
男
「
明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
生
川
俣
四
男
也
：
そ
の
学
生
生
活
を
中

心
に
」、『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
。

（
七
）
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
は
ま
た
、
福
沢
諭
吉
が
江
戸
築
地
鉄
砲
洲
の
中
津
藩

屋
敷
の
中
で
蘭
学
塾
を
開
い
た
年
で
も
あ
る
。
後
に
こ
れ
が
福
沢
の
慶
応
義
塾
へ

と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
築
地
は
外
国
人
が
住
ん
で
商
売
を
し
た
り
、
ま
た

宣
教
師
が
学
校
を
築
い
た
り
し
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
地
で
は
、
青
山
学
院
、
明

治
学
院
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
地
に
一
時
外
国
人
を
目
標
に
し
た
新

島
原
と
い
う
政
府
公
認
の
遊
廓
が
造
ら
れ
た
が
、
実
入
り
が
少
な
く
て
間
も
な
く
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閉
鎖
さ
れ
た
。
東
京
都
『
築
地
居
留
地
』（
歴
史
紀
要
四
）
一
二
二
―
一
二
八
頁
。

（
八
）
川
俣
昭
男
、
前
掲
論
文
、
九
頁
。

（
九
）『
東
京
大
学
百
年
史
』
四
〇
三
頁
。

（
一
〇
）
河
本
重
次
郎
『
回
顧
録
』
七
一
―
七
二
頁
。

（
一
一
）
同
前
、
七
四
―
七
五
頁
。

（
一
二
）
宮
島
幹
之
助
、
前
掲
書
、
二
二
五
頁
。

（
一
三
）
北
里
記
念
室
『
生
誕
一
五
〇
年
：
北
里
柴
三
郎
』、
二
一
頁
。

（
一
四
）
河
本
重
次
郎
、
前
掲
書
、
八
〇
頁
。

﹇
北
里
柴
三
郎
文
献
表
﹈

﹇
書
籍
・
邦
文
﹈

石
黒
忠
悳
『
懐
旧
九
十
年
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
。

石
橋
長
英
、
小
川
鼎
三
『
お
雇
い
外
国
人
』
九
、
医
学
、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
九
年
。

伊
藤
真
次
・
佐
野
豊
『
日
本
医
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
』
２
巻
、丸
善
、二
〇
〇
三
年
、247
ｐ
。

伊
藤
智
義
・
森
田
信
吾
『
栄
光
な
き
天
才
た
ち
』
第
四
巻
、
集
英
社
、
一
九
九
七
年
。

鵜
崎
熊
吉
『
青
山
胤
通
』
青
山
内
科
同
窓
会
、
一
九
三
〇
年
。

鹿
子
木
敏
範
（
か
の
こ
ぎ
・
と
し
の
り
）『
北
里
柴
三
郎
回
顧
』
肥
後
医
育
記
念
館
、

一
九
七
八
年
。

鹿
子
木
敏
範
『
熊
本
に
お
け
る
医
学
教
育
の
変
遷
―
古
城
医
学
校
か
ら
熊
本
医
科
大

学
ま
で
―
』
肥
後
医
育
記
念
館
、
一
九
八
五
年
。

鹿
子
木
敏
範
『
鹿
子
木
敏
範
著
作
集
：
落
葉
集
』
医
療
法
人
桜
ヶ
丘
病
院
、
一
九
九

九
年
。

鹿
子
木
敏
範
・
松
村
勝
之
・
宮
崎
美
代
子
『
肥
後
医
育
史
年
表
』
肥
後
医
育
記
念
館
、

一
九
七
六
年
。

禿
迷
盧（
か
む
ろ
・
め
い
ろ
）『
小
国
郷
史
』熊
本
県
小
国
町:

河
津
泰
雄
、一
九
六
五
年
。

河
本
重
次
郎
『
回
顧
録
』
東
京
帝
国
大
学
医
学
部
眼
科
教
室
、河
本
先
生
喜
寿
祝
賀
会
、

昭
和
11
年
。

北　

篤
『
正
伝
野
口
英
世
』
毎
日
新
聞
、
二
〇
〇
三
年
。

北
里
一
郎
『
北
里
柴
三
郎
の
人
と
学
説
』
北
里
一
郎
、
一
九
九
七
年
。

北
里
学
園
編
『
北
里
柴
三
郎
記
念
館
』
北
里
学
園
、
一
九
八
七
年
。

北
里
記
念
室
『
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念　

北
里
柴
三
郎
』
北
里
研
究
所
、二
〇
〇
三
年
。

北
里
研
究
所
編
『
北
里
研
究
所
五
十
年
誌
』
北
里
研
究
所
、
一
九
六
六
年
。

北
里
研
究
所
編
『
北
里
研
究
所
七
十
五
年
誌
』
北
里
研
究
所
、
一
九
九
二
年
。

北
里
柴
三
郎
『
傳
染
病
研
究
講
議
』
南
江
堂
、
明
治
二
九
年
（
一
八
六
二
）。

北
里
柴
三
郎
論
説
編
集
委
員
会
編
『
北
里
柴
三
郎
論
説
集
』、
北
里
研
究
所
、
一
九
七

八
年
。

熊
谷
謙
二
『
思
い
出
の
青
山
胤
通
先
生
』
青
山
先
生
生
誕
百
年
祭
準
備
委
員
会
、
一

九
五
九
年
。

熊
本
県
立
第
一
高
等
学
校
『
隈
本
古
城
史
』
熊
本
県
立
第
一
高
等
学
校
、一
九
八
四
年
。

小
高
健
『
伝
染
病
研
究
所
』
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
。

志
賀
潔
『
或
る
細
菌
学
者
の
回
想
』
雪
華
社
、
一
九
六
六
年
。

篠
田
達
明
『
闘
う
医
魂
：
小
説
・
北
里
柴
三
郎
』
文
藝
春
秋
、
一
九
九
四
年
。

砂
川
幸
雄
『
森
村
市
左
衛
門
の
無
欲
の
生
涯
』
草
思
社
、
一
九
九
八
年
。

砂
川
幸
雄
『
第
一
回
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
／
北
里
柴
三
郎
の
生
涯
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二

〇
〇
三
年
。

高
野
六
郎
『
北
里
柴
三
郎
』（
現
代
伝
記
全
集
３
）
日
本
書
房
、
一
九
六
五
年
。

竹
内　

均
『
難
病
に
取
り
組
み
医
学
を
発
展
さ
せ
た
人
た
ち
：
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
パ

ス
ツ
ー
ル
、
北
里
柴
三
郎
』
ニ
ュ
ー
ト
ン
プ
レ
ス
、
二
〇
〇
三
年
。
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『北里柴三郎試論：東京帝国大学医学部での教育』

東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
六
七
年
。

長
木
大
三
『
北
里
柴
三
郎
』
慶
応
通
信
、

長
木
大
三
『
北
里
柴
三
郎
と
そ
の
一
門
』
慶
応
通
信
、
一
九
八
九
年
。

長
崎
大
学
医
学
部
編
『
長
崎
医
学
百
年
史
』
長
崎
大
学
医
学
部
、
一
九
六
七
年
。

中
村
桂
子
『
北
里
柴
三
郎
論
：
破
傷
風
菌
論
』
哲
学
書
房
、
一
九
九
九
年
。

中
浜
明
編
『
中
浜
東
一
郎
日
記
』
冨
山
房
、
一
九
九
二―

九
五
年
。

野
村　

茂
『
北
里
柴
三
郎
と
緒
方
正
規
：
日
本
近
代
医
学
の
黎
明
期
』
熊
日
出
版
、

二
〇
〇
三
年
。

長
谷
川
つ
と
む
『
東
京
帝
大
医
学
部
総
理
：
池
田
謙
斎
伝
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九

八
九
年
。

秦
佐
八
郎
『
秦
佐
八
郎
論
説
集
』
北
里
研
究
所
、

福
沢
諭
吉
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
岩
波
書
店
、

藤
野
恒
三
郎
『
藤
野
・
日
本
細
菌
学
史
』
近
代
出
版
、
一
九
八
四
年
。

宮
島
幹
之
助
／
高
野
六
郎
『
北
里
柴
三
郎
伝
』
北
里
研
究
所
、
一
九
三
二
年
、
一
九

八
七
年
復
刻
、
321
＋
13
＋
24
ｐ
。

森
村
市
左
衛
門
『
困
之
礎
』
私
家
版
、
明
治
39
年
（
一
九
〇
六
）。

山
崎
光
夫『
ド
ン
ネ
ル
の
男
：
北
里
柴
三
郎
』２
巻
、東
洋
経
済
新
報
社
、二
〇
〇
三
年
。

吉
見
蒲
州
（
和
子
）『
紳
士
と
藝
者
』
啓
業
館
書
店
、
明
治
45
（
一
九
一
二
）
年
。

若
山
三
郎
『
人
類
を
す
く
っ
た
〝
カ
ミ
ナ
リ
お
や
じ
〞：
信
念
と
努
力
の
人
生
・
北
里

柴
三
郎
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
、
一
九
九
二
年
。
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﹇
雑
誌
論
文
・
記
事
﹈

緒
方
規
雄
「
北
里
、
緒
方
両
先
生
」、『
日
本
医
事
新
報
』
日
本
医
事
新
報
社
、
第
１

４
１
５
号
、
一
九
五
一
年
。

小
関
恒
雄
「
明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
生
動
静
一
覧
」（
一
）、（
二
）、『
日
本

医
史
学
雑
誌
』、
第
33
巻
、
第
３
号
、
三
一
七―

三
二
七
頁
、
一
九
八
七
年
、
お
よ

び
第
36
巻
、
第
３
号
、
二
二
九―

二
四
七
頁
、
一
九
九
〇
年
。

鹿
子
木
敏
範
「
熊
本
に
お
け
る
医
学
教
育
の
回
顧
：
再
春
館
創
設
か
ら
官
立
熊
本
医

科
大
学
発
足
ま
で
」、『
熊
杏
』（
母
校
創
設
八
五
周
年
記
念
特
集
号
）
熊
本
大
学
医

学
部
同
窓
会
、
一
九
八
一
年
。

川
俣
昭
男
「
明
治
初
期
東
京
大
学
医
学
部
医
学
生
川
俣
四
男
也
ー
そ
の
学
生
生
活
を

中
心
に
」、『
東
京
大
学
史
』
第
23
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
。

北
里
善
三
郎
「
父
北
里
柴
三
郎
ー
記
憶
の
泉
か
ら
」、『
三
田
評
論
』
慶
応
義
塾
大
学

出
版
会
、
８
―
９
合
併
号
、
一
九
七
一
年
。

田
口
文
章
、
合
田
恵
「
北
里
柴
三
郎
の
明
治
２
５
年
」、『
日
本
医
事
新
報
』
日
本
医

事
新
報
社
、
第
３
７
７
７
―
９
号
、
一
九
七
一
年
。

山
崎
光
夫
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
の
日
の
丸
」、『
オ
ー
ル
読
物
』
第
52
巻
６
号
、

三
五
六―

三
八
一
頁
、
一
九
九
七
年
。




